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２学期スタート 

 

９月１日、たくさんの荷物を抱え、子供たちが次々と登校してきました。夏休みの間、静かだった

学校が一気に活気づきました。やっぱり学校の主役は子供たちです。こうして無事に２学期を迎えら

れたことをとても幸せに思います。 

さて、これから日増しに涼しくなる季節、暑くもなく寒くもなく、大変しのぎやすいこの秋の季節

は、学習やスポーツ、読書や遊びなど、子供たちの活動がより活発になる季節です。 

柿は晩秋に赤い実になりますが、実際は５月ごろからすでに小さく青い実を付けています。それが

夏の間に少しずつ大きくなり、秋に色付き、ずっしりとした柿が実ります。これは、子供たちの成長

と似ています。「夏までに培った体力、知力、様々な体験などを基盤にして、２学期に大きく成長し

てほしい。」この秋がそんな実りの秋になるよう、全職員で子供たちを支援していきたいと思ってい

ます。 

以下は、２学期始業式で、私が子供たちに話した内容です。 

夏休みが終わり、いよいよ今日から２学期が始まります。こうして皆さんの元気な顔を見ていたら、

胸がわくわくしてきます。夏休み、きっと素敵な思い出がたくさんできたことでしょう。その一つひ

とつが、皆さんの心の宝物ですね。 

さあ、今日から２学期。２学期を始めるにあたって、校長先生から皆さんに伝えたい大切なことが

あります。 

２学期はみんなで力を合わせる大きな行事がたくさんあります。小学校体育大会これは６年生、小

学校音楽会これは４年生、「桜っこくんち」これは全校ですね。これらは、自分ひとりだけでは絶対に

できません。みんなが力を合わせて、初めてできあがるものです。一人一人が力いっぱい頑張って、

そして、みんなでしっかり気持ちをそろえ、力を合わせて、初めて最高のものになるのです。 

そこで、２学期にみんなで目指してほしいこと。それは「友達と深くつながる」ということです。 

クラスの友達、学年の友達、そして桜町小学校の全員と深くつながる２学期にしましょう。 

では、友達と深くつながるために、どうすればいいでしょうか。大切なことが３つあります。 

１つ目は、「自分なりの目標をしっかり持つ」ことです。 

「この２学期に、自分はどんな自分になりたいか」「どんなことを頑張りたいか」、心の中で一つ決

めてみてください。 

一人ひとりが自分の目標に向かって一生懸命頑張る姿は、周りの友達の心を動かします。「あの子も

頑張っているから、自分も頑張ろう。」とお互いに刺激し合える関係こそが、強い「つながり」の第一

歩になります。 

友達と深くつながるために大切なことの２つ目をお話しします。２つ目は、「人の話をしっかりきく」 

学校では、人の話をたくさん聞きますよね。この話を聞くことを頑張ってほしいのです。 

「きく」という漢字は書けますか。（「聞く」の文字カードを掲げる） 

校長先生が今お話ししている「きく」というのは、この字ではありません。これです。（「聴く」の

カードを掲げる）漢字の「聴く」には、耳 だけではありません。「目」と「心」という字が入ってい

ますね。「人の話を耳だけでなく、目と心で聴く」のです。 

皆さんは授業中、友達や先生の話をどんなふうに聴いていますか。 

話す人に体を向け、話す人をよく見て聴く。耳だけでなく「心」で聴くことが大切です。 

話をしている友達は、「うまく伝わるかな」「思いを分かってほしいな」と一生懸命に言葉を探して

います。ときにはうまく言えなかったり、話が長くなったりすることもあるかもしれません。 

（裏面へ続く） 

 

 



 

２学期も保護者や地域の皆様と連携を図りながら、学校

教育目標「自ら学び 自ら考え 自ら行う」、目指す子ども

像「よく考え 工夫する子ども（学力）、助けあい 励まし

あう子ども（社会性）、明るく たくましい子ども（心身の

健康）」の実現を目指して教育活動を進めてまいります。お

力添えを賜りますよう宜しくお願いいたします。 

 

そんな時でも、最後まで黙って聴き届けること。「最後まで聴いてもらえた」と感じた人は、「自分

の思いを受け止めてもらえた」「ここにいて安心だ」と心が温かくなります。その安心感が、お互いを

強く結びつけます。 

友達と深くつながるために大切なことの３つ目は「思いやりの気持ちを行動に表す」 

学校での生活は、うまくいくことばかりではなく、時には意見がぶつかったり、誰かが失敗してし

まったりすることもあるでしょう。そんな時こそ、「自分がされて嫌なこと、言われて傷つく言葉」は

絶対に使わない。そして、「大丈夫？」「一緒にやろう」「惜しかったね、次があるよ」と、思いやりを

行動や言葉に変えて届けてほしいのです。「心の中で思っているだけ」ではなく、優しい言葉を一言か

けたり、そっと手を差し伸べたりする。その温かい行動が、友達とのつながりをどんどん強く、深く

していきます。 

自分の「目標」に向かって一生懸命努力する人。 

人の話を「心」で最後まで聴ける人。 

そして、温かい「思いやり」を行動にできる人。 

そんな皆さんが集まるクラスや学年は、どんな壁も乗り越えられる「最高のチーム」になります。「桜

っこくんち」をはじめとするたくさんの行事を通して、最高のチームワークを発揮し、一人一人がキ

ラキラと輝く、感動の２学期にしていきましょう。 


